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Ｈ
Ｐ
は 

こ
ち
ら
か
ら 

か
ら 

施
設
長
挨
拶 

 

当
施
設
は
、
入
所
者
定
員
百
名
、
通

所
（
デ
イ
ケ
ア
）
利
用
者
定
員
三
十
名

の
介
護
老
人
保
健
施
設
で
す
。 

医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
介
護
助
手
、
介
護
支
援
専
門
員
、

介
護
支
援
相
談
員
、
管
理
栄
養
士
、
作

業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
お
よ
び
一
般

事
務
員
な
ど
の
多
職
種
の
職
員
、
お
よ

そ
八
十
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま  

施設長 松隂 宏 

ま
す
。 

施
設
の
目
標
の
一
つ
に
、
良
い
『
チ
ー

ム
・
ワ
ー
ク
』
に
よ
っ
て
ご
利
用
者
や

ご
家
族
の
方
々
の
希
望
に
答
え
る
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
は
利
用
者
様
に
と
っ
て

居
心
地
の
良
い
環
境
作
り
に
繋
が
っ
て

行
き
ま
す
。 

ま
た
、
も
う
一
つ
の
目
標
に
『
地
域
と

の
交
流
』
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
二
つ
は
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
れ
は
人
と
人
と
が
理
解
し
合
う

こ
と
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。 

地
球
上
に
は
お
よ
そ
七
十
五
億
人
の

ヒ
ト
が
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
ご
く
一

部
の
例
外
を
除
い
て
同
じ
遺
伝
子
を
持

つ
ヒ
ト
は
い
な
い
の
で
す
。 

即
ち
七
十
五
億
通
り
の
個
性
が
あ
る

わ
け
で
、
お
互
い
に
個
性
を
尊
重
し
あ

う
事
か
ら
良
い
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。 

  
さ
て
、
こ
の
四
月
か
ら
は
、
新
し
い

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
二
名
を
迎
え
、
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
職
員
一
同
、
良
い
『
チ
ー

ム
・
ワ
ー
ク
』
を
作
っ
て
、
多
職
種
が

協
働
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

新
年
度
を
迎
え
て
、
地
域
の
皆
様
方

に
も
、
充
実
し
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
を
見

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

当
施
設
で
は
、
『
無
料
デ
イ
ケ
ア
体

験
』
や
『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

そ
し
て
、
当
施
設
の
『
防
災
訓
練
』

の
際
に
は
、
多
数
の
地
域
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
職
員
に

お
申
し
付
け
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

 
 
 
 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

デ
イ
ケ
ア 

～
リ
ハ
ビ
リ
紹
介
～ 

 

デ
イ
ケ
ア
ご
利
用
の
目
的
の
一
つ
に

リ
ハ
ビ
リ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
リ
ハ

ビ
リ
で
利
用
さ
れ
る
機
器
に
つ
い
て

の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 ●

メ
ド
マ
ー 

 

滞
っ
た
血
液
や
リ
ン
パ
の
流
れ
を
促 

進
し
、
脚
の
む
く
み
を
解
消
し
ま
す
。 

●
滑
車 

 

肩
の
可
動
域
制
限
の
改
善
や
、
筋
肉 

の
血
流
改
善
を
目
的
と
し
、
わ
き
腹 

や
背
中
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に
も
な
り
ま 

す
。 

 

●
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー 

 

主
に
下
半
身
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動 

で
、
心
肺
機
能
の
向
上
、
持
久
力
の 

向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

●
平
行
棒 

平
行
棒
訓
練
の
目
的
は
、
正
し
い
姿
勢
の 

保
持
な
ど
で
す
。
杖
歩
行
な
ど
の
歩
行
パ 

タ
ー
ン
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
や
、
立
ち
上

が
り
動
作
訓
練
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
片
足
立

ち
訓
練
な
ど
に
も
使
用
し
ま
す
。 

 

●
階
段
昇
降 

階
段
を
上
り
下
り
す
る
こ
と
で
、
心
臓
が

多
く
の
酸
素
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
心
肺

機
能
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。 

同
時
に
、

脚
部
や
臀
部
の
主
要
な
筋
肉
を
使
用
す
る

た
め
、
下
半
身
の
筋
力
強
化
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。 

 

～
５
階
か
ら
の
眺
め
～ 

 

デ
イ
ケ
ア
の
フ
ロ
ア
は
５
階
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
為
、
天
気
の
良
い
日
は
見
晴
ら
し

が
素
晴
ら
し
く
、
フ
ロ
ア
東
側
に
は
海
が
見

え
、
日
に
よ
っ
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
や
ヨ
ッ
ト

が
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
南
に
は
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
道
路
、
津
の
街
並
み
、
ま
た
、
入

浴
の
際
に
は
、
窓
か
ら
長
谷
山
、
経
ヶ
峰
が

見
え
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
は
、
外
の
風
景

を
眺
め
な
が
ら
浴
槽
に
入
ら
れ
、
よ
り
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄養だより 

 入所者様に楽しい雰囲気で召し上がっていただくために昼食
時に音楽を流す試みを始めました。音楽は、聴くことによって精

神を安定させ、リラックス効果が期待できます。給食委員会で、

どんな曲を流すとゆったりと食事を楽しんでいただけるのかを

検討し、歌謡曲ではなく、クラシックやピアノ演奏などを日替わり

で提供しています。 

 今後も、安心安全な食事提供、食事への楽しみや利用者様の

健康維持・増進を目指し、多職種で連携し食事の質的向上に取

り組んでいきます。 

 楽しく食事をしていただくための取組み 

１. 白飯 

２. 運動 

３. 医者 

４. 胃薬 

 “腹八分目”とは、「あともう少し食べられるかな」と感じられる

くらいの満腹度です。ゆっくり噛むことで大食いを防ぎ、満腹になら

ず腹八分目にすることで、内臓への負担を軽減します。300年前の江

戸時代に儒学者の貝原益軒の著書『養生訓』にも”腹八分目で止める

こと”と説かれています。健康で長生きするために食生活を見直して

みませんか。 

『腹八分目に〇〇いらず』という言葉がありますが 

空欄に当てはまるのは何番でしょうか？ 

答え

③

 

材料≪1 人分≫ 
・パスタ      100g 

 水        250cc 

 キャベツ(一口大)  50g 

 ベーコン       1 枚 

 にんにく      1 片 

 オリーブオイル  お好み  

 塩       １つまみ 

 唐辛子(輪切り)    適量 

・醬油        適量             

Ⓐ  

≪作り方≫ 
① 耐熱容器に半分に折ったパスタと A を入れる。 

② 電子レンジで１０分加熱する。 

③ ②を取り出し醬油を適量たらして混ぜたらできあがり。 

 レンチンすれば、鍋でお湯を沸かす必要

がなく、洗い物の手間も省けます。また春を

感じさせる色鮮やかな春キャベツとニンニ

クの香りが食欲をそそります。 



 

 

 

今
年
の
４
月
か
ら
１
０
月
ま
で
藤
田
医
科

大
学
か
ら
３
名
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
か
ら

１
名
、
合
計
４
名
の
学
生
が
、
作
業
療
法
士
の

実
習
生
と
し
て
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
来
ま
す
。 

皆
様
の
リ
ハ
ビ
リ
の
見
学
や
集
団
体
操
の

お
手
伝
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
の

間
、
ご
迷
惑
を
お
か
け 

い
た
し
ま
す
が
、
皆
様
の 

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

 

 
 

 

 

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
リ
ハ
ビ
リ
の
矢
野
で
す
。
今
年

も
、
春
ら
し
い
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

新
年
度
を
迎
え
、
新
た
に
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

各
一
名
が
入
職
し
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
リ
ハ
ビ
リ
職
員
に

加
わ
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員
一
団
と
な

り
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

さ
て
、
四
月
に
な
り
、
心
地
よ
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
近
く
の
公
園
な
ど
に
、
お

花
見
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
春
は
一
年
で
、
最

も
寒
暖
差
が
大
き
く
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
体
調
に
は
気
を
付
け
て
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

 
今
年
も
花
粉
に
注
意
！ 

 

今
年
も
花
粉
の
飛
散
量
が
、
全
国
的
に
例
年
を
上
回
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
昨
年
夏
、
全
国
的
に
記
録
的
な
猛
暑
と
な

り
、
花
粉
の
発
生
源
と
な
る
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
雄

花
の
生
長
が
、
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。 

ま
た
、
花
粉
症
は
、
現
在
で
は
、
日
本
人
の
二
人
に
一

人
が
発
症
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
花
粉
の
飛
散
量

や
花
粉
症
の
発
症
者
数
が
、
年
々
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。 花

粉
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
コ
ッ
プ
の
水
が
あ

ふ
れ
る
よ
う
に
、
つ
い
に
、
花
粉
症
を
発
症
す
る
方
も
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

そ
の
た
め
、
症
状
が
出
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
出
て

い
な
い
方
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

  

 
イ
ン
ナ
ー
マ
ス
ク
が
効
果
的 

 

花
粉
症
の
対
策
と
し
て
は
、
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
な
ど
を

用
い
た
対
策
が
、
一
般
的
か
と
思
い
ま
す
。 

よ
り
効
果
的
な
対
策
と
し
て
は
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ス
ク
と

い
う
、
不
織
布
マ
ス
ク
の
内
側
に
、
ガ
ー
ゼ
と
コ
ッ
ト
ン
で

作
っ
た
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
重
ね
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
花
粉
の
侵
入
を
、
大
幅
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

【作
り
方
】  

①  

マ
ス
ク
か
ら
、
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
、
ガ
ー
ゼ

を
一
枚
置
く
。 

②  

も
う
一
枚
の
ガ
ー
ゼ
で
、
畳
ん
だ
コ
ッ
ト
ン
を
、

く
る
む
。 

③  

②
を
、
鼻
の
穴
の
位
置
に
く
る
よ
う
に
、
マ
ス
ク

に
置
く
。 

 
薬
の
早
め
の
服
用
も
大
切 

 

花
粉
が
飛
び
始
め
る
前
に
、
花
粉
症
の
薬
を
服
用
す
る

こ
と
で
、
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
と
い
っ
た
症
状
を
、
改
善
し

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

春
の
花
粉
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
ま
で
に
は
飛
び
始

め
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
は
、
薬
を
服
用
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。 

す
で
に
四
月
で
す
が
、
来
年
以
降
の
対
策
と
し
て
、
早

め
の
服
用
も
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
終
わ
り
に 

 

暖
か
く
な
り
、
外
出
し
た
い
気
分
で
す
が
、
体
調
の
悪

化
に
注
意
し
て
、
無
理
せ
ず
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

改
め
ま
し
て
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

連
絡 

アルカディアのリハビリ 
 

・入所リハビリ：新規入所の方は毎日リハビリが行え 

長期入所の方も週 3回のリハビリが行えます 

・デイケア：個別リハビリに加え集団体操や自主トレ 

など豊富なメニューをそろえています 

・訪問リハビリ：週 1～3回、生活に合ったリハビリが

行えます 

・スタッフ：作業療法士３名 理学療法士４名 

・リハビリの内容：運動療法、日常生活動作訓練、 

脳リハビリ、集団体操、福祉装具の相談等 

リ
ハ
ビ
リ 

心地よい季節の春。体調の悪化に注意しましょう。 
 


